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よくある質問と回答（2025年12月期第２四半期決算） 
 

 

 

 

日頃より、当社への関心をお寄せいただきありがとうございます。2025年12月期第２四半期決

算開示後に投資家の皆様から頂戴した主なご質問とその回答を下記の通り開示いたします。 

なお、本開示は投資家の皆様への情報発信の強化とフェア・ディスクロージャーを目的とし

て、四半期に１回開示するものです。回答内容につきましては、本開示時点を基準としつつ、投

資家の皆様に回答した内容を踏まえて記載しております。 

 

 

 

Q1. 2025年12月期第２四半期における旅行事業の減収減益の要因を教えてほしい。 

旅行事業は、取扱高は12.8％成長したものの、当社主力のアジア圏にて発生した、日本

国内の地震に関する風評が影響し、年齢層の高い団体パッケージの需要に減退が見られま

した。韓国以外の団体パッケージの売上高は前年から増加したものの、韓国市場では、経

済の低迷や為替の影響により、旅行者の価格志向が強まり、当社としても価格を抑えた販

売を余儀なくされました。 

一方、若年層を中心としたＦＩＴ（個人旅行）需要は堅調に推移しましたが、ホテル販

売単価の伸び悩みや予約のキャンセルも一部に見られ、旅行事業全体として売上・利益と

もに前年を下回る結果となりました。 

 

Q2. 2025年12月期第２四半期におけるバス事業とホテル事業の状況について教えてほしい。 

バス事業につきましては、ドライバー不足に加え、旅行事業同様、日本国内の地震に関

する風評の影響を受け、一部で予約キャンセル、受注の伸び悩みがみられました。一方

で、千歳半導体工場の送迎が前年同期から増加したことや、前年に利用していた庸車を抑

制し内製化に努め、外注費が大幅に減少したことによる売上原価の減少、加えて、業務シ

ステム化の進展による事務作業の効率化などから、過去最高益を達成するに至りました。 

ホテル事業につきましては、金沢では、能登半島地震の復興遅延により、観光需要の回

復が遅れ、ＡＤＲ（客室平均単価）、稼働率ともに低下し、減収となりました。東京大森



 

では、５月中旬以降から、日本国内の地震に関する風評の影響によりＡＤＲ（客室平均単

価）の成長が失速したものの、前年から増加、稼働率は堅調であり、札幌と札幌大通もＡ

ＤＲ（客室平均単価）、稼働率ともに好調であったことから、金沢の減収減益をカバー

し、過去最高益となりました。 

 

Q3. 今後、新たなM&Aや事業提携を検討する可能性はあるか。 

成長戦略の一環として、必要に応じてМ＆Ａや事業提携も積極的に検討していく方針です。 

市場拡大に繋がる提携や、既存事業とシナジー効果が見込める分野、IT開発やホテルの新規開

発・運営を中心に探索してまいります。 

 

Q4. 業績予想は上方修正しないのか。また、2025年12月期の配当についても教えてほしい。 

上半期は、災害の風評等、外部要因の影響があったものの、足元における今後の予約状況など

から現時点では業績予想を据え置いております。配当につきましては、2025年12月期は前期比７

円増配の１株当たり37円を予定しております。当面は事業成長へ向けた投資・財務基盤の強化

と、株主還元のバランスを考慮し、配当性向30％を目安に安定した配当を継続してまいります。 

 

Q5. 大阪・関西万博は業績にどのような影響があるか教えてほしい。 

当社のインセンティブや学校団体等のツアーに、一部組み込んでおりますが、大きく業績に影

響を与えるような規模ではございません。 

 

Q6. 旅行事業の新システムの進捗について教えてほしい。 

 2026年上期中にフェーズ１のリリースを予定しており、現在、取り扱う商材に係る交渉などを 

含め、開発は予定通り進んでおります。 

 

Q7. 配当性向30％の方針とあるが、中長期の方針も当面30％を維持してくのか。 

 中期経営計画を開示していないため、具体的なことはお話しできかねますが、コロナ禍以降、

自己資本については回復途上であり、まだ適正な水準に至っていないと考えております。ＲＯＥ

についても、自己資本額が低いため前期末61％と異常な数値となっております。 

 今後、持続的な成長に資する投資と財務基盤安定のための内部留保とを鑑み、自己資本額が一

定水準をクリアした際は 

株主様に対する還元を増大させるべく配当性向を上げていく方針でおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

■最新の決算情報や株主総会関連資料はこちら 

・IR ウェブサイト：https://hanatourjapan.jp/ir/news 

 

・2025年12月期第２四半期決算短信：https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS71113/458f17c9/0883/40e7/b77e/fd9e704245b4/140120250813541064.pd

f 

・2025年12月期第２四半期決算説明会資料：https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS71113/f8684b70/95c4/47a8/a97d/aa7f6d9d65a8/140120250813541079.pd

f 

  

・事業計画及び成長可能性に関する事項の開示：https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS71113/6952756d/9cd2/4570/9253/1c49b4444ebe/140120250221580568.pd

f 

 

以上   
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